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議 会 報 告 会 報 告 書 
 

令和７年９月４日  

 

 

小田原市議会議長 

井 上 昌 彦  様 

 

報告者 議会広報広聴常任委員長 

           桒 畑 寿一朗  

 

議会報告会（議場見学会）の結果について、次のとおり報告いたします。 

 

日  時 令和７年７月 17日（木曜日）午前９時 5分 ～ 午前 10時 30分 

場  所 小田原市役所 議場 

出 席 者 
大 川   裕 中 野 正 幸 鈴 木 和 宏 北 森 明日香 

武 松   忠 篠 原   弘   

参加人数 31名（山王小学校６年生児童 28名、担任教諭３名） 

内容 

小田原市議会基本条例では、市民の意見を議会の審議や政策立案に生かすため、議会

報告会や市民アンケートのほか、多様な媒体を活用し、広報広聴の充実を図るものと

定められています。 

そのような中、これまで要望に応じて対応を行ってきた議場見学会は、議会報告会と

同様に議会活動の報告という広報の面と、意見交換による広聴の面があることから、

令和３年度からは議会報告会の一つの形として以下のとおり実施しました。 

 

内容 

・市議会議員から児童に対し、市議会や議場に関する説明 

・議長室や傍聴席といった、議場以外の施設の見学 

・議員に対する質疑応答 

主な質疑・意見等 裏面参照 

そ の 他  
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＜主な質疑等について＞ 

【質疑】小田原市議会議員が 27名いるのは多くないのでしょうか。 

【回答】小田原市よりも大きい市でも定数が少ない市もあります。また、３の倍数の人数のためやりやすいです。 

【質疑】小田原をどんな街にしたいですか。 

【回答】小田原は、気象温暖です。交通を便利にして、若い人が働く場がある街にしたいです。 

【質疑】議員になった時の気持ちを知りたいです。  

【回答】27年前、子供達も小さかったので、頑張ろうと思っていました。 

【質疑】どんなな時が楽しかったですか。 

【回答】提案が実現した時です。 

【質疑】市議会議員さんの 1日の勤務時間はどれくらいですか。 

【回答】日によって異なりますが、朝 10時から 17時くらいです。 

【質疑】議員さんのスケジュールを教えて下さい。  

【回答】人それぞれであるが、私は 6時に起きて勉強したり市民相談受けたり、議会の勉強をしたり夜中 2時く

らいまでやっています  

【質疑】1番良かったと難しかったことを教えて下さい。 

【回答】市民相談で解決したり、良い方向に向かったりしたことは良かったです。難しいのはお金を使い方だっ

たり、市からの提案（議題）に対して市民の為になっているのか話し合うことです。 

【質疑】市の課題は何ですか。  

【回答】市として議題は 1番思うのは公立施設の老朽化だと思います。 

【質疑】市議になるために年齢以外に資格や学歴は必要ですか。 

【回答】25 歳以上なら、立候補できます。資格や学歴は必要ありません。 

【質疑】大変なこと、難しい事は何ですか。 

【回答】個人としては市民の相談を市、県、国へ振り分けることが大変です。市全体としては学校含め、施設老

朽化でとこから手を付けるかの決定が難しいです。 

【質疑】市議になろうと思ったきっかけ理由は何ですか。  

【回答】自分の世代の声を市政に届けようと思いました。最近は女性の声を届けたいという方も多く女性の立候

補が多いです。 

【質疑】小田原市議会はいつできましたか。 

【回答】議場としてはＳ５１年です。 

【質疑】小田原市で困っていることは何ですか。 

【回答】全国的に言えることは高齢者がふえていること。働く人が減っている事が問題はみなさんに届くサービ

スが減らない様にお金（税金）の使い途をチェックする事です。 

【質疑】決めることが難しい問題は何ですか。 

【回答】多数決で決めるのですが、意見がそれぞれ違うのでまとめることが難しいです。多数決で乱暴に決める

のではなく、たくさんはなしあいをすることが大事です。 



3 

 

 

【質疑】週に何回、会議をしますか。 

【回答】何問 80日ほどですので、週に１～２回でしょうか。役によって異なりますが、多人議員少ない。議員

がいます。聞き取り、調査、現地、視察等準備をするとけっこう忙しいです。 

【質疑】海をきれいにする取り組みですか。 

【回答】民間団体で海岸清掃をすることもあります。市としては環境部がゴミを減らすこと分けて集めることを

推進しています。  

【質疑】市議の役割にどんなものがありますか。 

【回答】議長、副議長、委員会（建設、厚文、総務、広報、議運）があります。それぞれに正副委員長がいます。 


